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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年9月18日(2014.9.18)

【公表番号】特表2014-507507(P2014-507507A)
【公表日】平成26年3月27日(2014.3.27)
【年通号数】公開・登録公報2014-016
【出願番号】特願2013-546271(P2013-546271)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   8/32     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/06     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  13/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  21/01     (2006.01)
   Ｃ０１Ｆ   7/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ   8/32    　　　　
   Ｃ０８Ｌ 101/06    　　　　
   Ｂ０１Ｊ  13/00    　　　Ｂ
   Ｂ０１Ｄ  21/01    １０７Ｚ
   Ｃ０１Ｆ   7/06    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成26年8月4日(2014.8.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１種のヒドロキサメート化ポリマーを含有する微粒分散系の製造方法であっ
て、
　大量のヒドロキシルアミンの存在下でヒドラジンに関する有意な選択性を示す掃去剤を
用いてヒドラジンを含有するヒドロキシルアミン－遊離塩基を処理することによりヒドロ
キシルアミン－遊離塩基を得る工程、かつ
　ａ）油及び乳化剤の連続相ならびにヒドロキシルアミンと反応するであろう１つもしく
はそれより多い側鎖官能基を含有するビニルポリマーを含んでなる不連続水相を含有する
油中水型微粒分散系を、ｂ）無機塩を実質的に含まず、ヒドロキシルアミンに基づいて５
００ｐｐｍより少ないヒドラジンを含有するヒドロキシルアミン遊離塩基を反応させる工
程を含んでなる方法。
【請求項２】
　ビニルポリマーがアクリルアミド、アクリル酸及び／又はアクリルエステルの（コ）ポ
リマーから選ばれる請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ヒドロキシルアミン－遊離塩基が２０ｐｐｍより少ないヒドラジンを含有する請求項１
又は請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　ヒドロキシルアミン－遊離塩基が実質的にヒドラジンを含有しない請求項３に記載の方
法。
【請求項５】
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　掃去剤が式Ｉ及び／又はＩＩ
【化１】

［式中、
Ｘ1及びＸ2のそれぞれは独立して、Ｈ、ＯＨ、ＮＲ”2、ＯＲ”’、ＳＨ、ハライド又は
場合により置換されていることができるヒドロカルビル基から選ばれ、但しＸ1及びＸ2の
両方がＯＨ基であることはなく、ここで各Ｒ”は独立して、Ｈ又は場合により置換されて
いることができるヒドロカルビル基から選ばれ、Ｒ”’は場合により置換されていること
ができるヒドロカルビル基であり、ここで２個のＲ”’基は場合により置換されているこ
とができる環系を形成することもできるか；あるいはＲ”’はアルカリ金属又はＮＲV

4で
あり、ここで各ＲVは独立して、Ｈ又は場合により置換されていることができるヒドロカ
ルビル基から選ばれ；
Ｘ3はＯ、ＮＲ’、Ｓ又はＰＲ’であり、ここでＲ’はＨ、ＯＨ、アルカリ金属、ＮＲIV

2

又はアルキルであり、ここで各ＲIVは独立して、Ｈ又は場合により置換されていることが
できるヒドロカルビル基から選ばれ；
Ｒは、
Ｒ1及びＲ2のそれぞれが独立して、Ｈ又は場合により置換されていることができるヒドロ
カルビル基から選ばれ、ここでＲ1及びＲ2は場合により置換されていることができる環を
形成することもできるＣＲ1Ｒ2；
Ｒ3及びＲ4が一緒になって場合により置換されていることができる環を形成するＲ3Ｃ＝
ＣＲ4；ならびに
Ｒ5及びＲ7が一緒になって場合により置換されていることができる環を形成し、Ｒ6及び
Ｒ8のそれぞれが独立して：Ｈ又は場合により置換されていることができるヒドロカルビ
ル基から選ばれるＲ5Ｒ6Ｃ－ＣＲ7Ｒ8

から選ばれ、
但しＲ1はＸ1と環系を形成することができる］
の化合物から選ばれる請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　掃去剤がフタルイミド；芳香環上に１個もしくはそれより多い電子供与基を保有する置
換されたフタルイミド；Ｎ－置換されたフタルイミド；２炭素上にアルキル置換を有する
１，３ジケトン；及びピロメリト酸ジイミドの群から選ばれる請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ヒドロキシルアミン－遊離塩基を水酸化カリウム、水酸化ナトリウム、アンモニア及び
それらの混合物から選ばれる過剰の塩基と一緒に用いる請求項１～６のいずれか１つに記
載の方法。
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